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主催：古典の日推進委員会
村田記念 古典の日文化基金未来賞顕彰委員会
公益財団法人京都文化交流コンベンションビューロー

11月1日（日） 13時30分～16時45分（開場12時30分～）日　時

京都府立府民ホールアルティ会　場
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安田 登 （下掛宝生流能楽師）
1956年千葉県生まれ。日本や海外の能の公演に出演。ま
た神話『イナンナの冥界下り（シュメール語）』でのヨー
ロッパ公演や、金沢21世紀美術館での『天守物語（泉鏡
花）』、『芸能開闢古事記』など、能・音楽・朗読を融合させ
た舞台を数多く創作、出演する。100分de名著『平家物
語』、『太平記』、『ウェイリー版・源氏物語』講師・朗読。『論
語』などを学ぶ寺子屋「遊学塾」を主宰。『すごい論語』『あ
わいの力』（以上、ミシマ社）『能650年続いた仕掛けとは』
（新潮新書）『野の古典』（紀伊國屋書店）『古典を読んだ
ら、悩みが消えた』（大和書房）など著書多数。

〒600-8009
下
京
区
四
条
通
室
町
東
入

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
３
階

（
公
財
）
京
都
文
化
交
流

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内

古
典
の
日
2
0
2
6 
係

往信

往
信
用
の
表

返
信
用
の
裏

返
信
用
の
表

往
診
用
の
裏

〒

ご
自
身（
応
募
者
）の
ご
住
所

お　
名　
前　

 　
様

返信

※抽選結果を印刷しますので
　何も記入しないでください
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っ
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差
し
出
し
て
く
だ
さ
い

①催し名
・古典の日2026
②参加希望人数
　（2 人まで）
③応募者の
・氏名・ふりがな・郵便番号
・住所・電話番号
④同伴者の
・氏名・ふりがな・郵便番号
・住所・電話番号
※1名の場合、④は不要

応募
要項

【入場料】無料（指定席）　【応募締切】9月18日（金）必着
【応募方法】郵便往復はがき もしくは 古典の日ホームページから

記入例を参考に、必要事項を
黒のボールペン等ではっきりとご記入ください。
（字が消せるタイプの筆記具はご使用にならないでください）

◆ 当落通知については、10月上旬を予定しております。
落選の方は返信はがきにて通知。
当選の方は、「入場券」（返信はがき）にて通知。当日必ずご持参ください。
メールでご案内いたします。申し込み時に、受付完了メールが届かない場合は、当落通知のメールが届かない場合がござ
いますので、必ずご連絡ください。

◆ 当日は、入場券と本人確認ができる公的証明書（運転免許証、パスポート、マイナンバーカード、氏名、住所が記載された公的機関等が発行したもの、コピー可）
が必要となります。ご同伴者の方も必要です。応募時の登録と違う氏名の方、公的証明書が無い方は、入場できません。

◆ 応募登録された方のみの入場となります。当選後に変更はできません。
◆ 申し込み時にご記入いただいた個人情報は、古典の日推進委員会及び村田記念 古典の日文化基金未来賞顕彰委員会からの各種連絡の目的にのみ使用します。
◆ 次の場合は応募が無効となりますので、ご注意ください。
 ● Web、郵便往復はがき以外での応募 ● 記入漏れ、記入不備 ● 重複応募（Webとはがきの重複も含む）　
 ● 1通につき、3 名以上の応募 ● 応募締切日を過ぎたもの

往復はがきからの応募

Webからの応募

〔文学・思想〕 赤澤真理
（大妻女子大学家政学部ライフデザイン学科准教授）

〔伝統芸能・音楽〕 共同受賞 〔美術・生活文化〕 對馬佳菜子
（文筆家・地域文化コーディネーター）

いざなぎ流御祈祷神楽
国の重要無形民俗文化財（昭和55年指定）
いざなぎ流は、高知県の山間部、香美市物部町に守り伝
えられてきた祈祷を主とした民間信仰。起源は定かでは
ないが、陰陽道や修験道、仏教、神道などが混合して成立
したと考えられ、「太夫」によって伝承されてきた。
祭文（祈りの言葉）を唱えることが特徴で、神様ごとに祭文
があり、口承で伝えられてきた。座ったまま唱える「神楽」
に対し、立ち舞う所作を「舞神楽」といい、舞は十種類あ
る。神々が宿るとされる御幣は多種多様で２００種類ほどあ
り、祭儀に応じて飾られる。

［第1部］ 第1回村田記念 古典の日文化基金未来賞受賞者

［第2部］ 古典の日フォーラム 出演者プロフィール

現代版組踊「肝高の阿麻和利」 ひらかた肝高倶楽部

た　ゆう

きむ　たか　　　　　あ　　ま　　わ　　り きむ　たか
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府民ホール
「アルティ」

◯

後援：文化庁、京都府、京都市、宇治市、NHK、
京都府教育委員会、京都市教育委員会、宇治市教育委員会

共催：文化庁　　後援：京都新聞、

古典の日フォーラム

村田記念 古典の日文化基金未来賞

▶JRからのアクセス
JR京都駅より地下鉄烏丸線
へ乗り換え、地下鉄烏丸線
「国際会館行き」に乗車。今
出川駅で下車、6番出口を出
て右手（南）側へ徒歩5分。
▶阪急からのアクセス
阪急烏丸駅より地下鉄烏丸
線へ乗り換え、地下鉄烏丸線
「国際会館行き」に乗車。今
出川駅で下車、6番出口を出
て右手（南）側へ徒歩5分。

検 索古典の日 Facebookにて
新着情報配信中！

会場地図 京都府立府民ホール「アルティ」
〒600-8009 京都市下京区四条通室町東入 京都経済センター３階
（公財）京都文化交流コンベンションビューロー内
ＴＥＬ：075-353-3060 （月～金 9：00～12：00 13：00～17：00 土日祝は除く）

お問合せ先 古典の日推進委員会 京都市上京区
烏丸通一条下ル龍前町590-1


